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�

　景気対策・学校耐震化に重点
　　　　　　　　　　　　　　　一般会計100億 480万円

３月定例会のあらまし

　3 月 2 日から 27 日までの 26 日間の会期で開催した 3 月定例会は、21 年度予算を中心に指定管理

者制度 22 件、定額給付金の補正予算、情報通信請負契約など町から提案された 66 議案、議員提案

２議案（条例改正・附帯決議）を審議し、全議案を可決した。

　また一般質問は 15 名の議員が不況対策など行政の考えを質した。

主 な 内 容
　　その他議案　

定額給付金　　3億 9,900 万円

情報通信整備工事請負

 　　　　　　17 億 5,900 万円

地域活性化対策 2 億 7700 万円

指定管理者の指定　　　22 件

介護保険料の改定条例

バイオディーゼル燃料

　　　　給油施設条例制定

　21 年度予算　

緊急雇用対策　　　　 3,300 万円

小学校耐震事業　 2 億 2,500 万円
野田川第５分団消防車購入　2,800 万円

四辻公民館改修　　　 5,200 万円

プレミアム商品券発行 4,600 万円

（定額給付金に合わせ）

有線テレビ新規加入者補助　　　

　　　　　　　　　　 7,100 万円

歳　　　　入

繰入金
　1億710万円

1%

使用料・手数料
3億488万円

0%

諸収入
3億3956万円

3%
その他

6億1470万円
7%

府支出金
5億7920万円

6%

国庫支出金
4億8019万円

5%

町債
13億6930万円

14%

町税
　19億988万円

19%

地方交付税
43億円
45%



�

　景気対策・学校耐震化に重点
　　　　　　　　　　　　　　　一般会計100億 480万円

　特別会計・企業会計の内訳
特別会計

収益的収入 1億 4206 1 億 5129 △ 6.1

収益的支出 1億 6646 1 億 7643 △ 5.7

資本的収入 5118 1069 378.9

資本的支出 1億 6908 1 億 0374 63.0

情
報
通
信
工
事
発
注
17
億
円

会　　計　　別 �1 年度予算額 �0 年度予算額 前年対比（％）

簡 易 水 道 会 計 10 億 0767 9 億 8198 2.6

宅地造成事業会計 25 1 億 3312 △ 99.8

下 水 道 会 計 23 億 2210 18 億 7060 24.1

農業集落排水会計 1億 5551 1 億 1746 32.4

介 護 保 険 会 計
事業勘定 21 億 3458 19 億 6034 8.9

サービス事業勘定 1225 1199 2.2

土 地 取 得 会 計 109 171 △ 36.3

石田土地区画整理事業会計 廃止 3 皆減

国民健康保険会計
事業勘定 29 億 6281 28 億 8475 2.7

直診勘定 9106 7996 13.9

老 人 保 健 会 計 2802 3 億 9663 △ 92.9

後期高齢者医療会計 2億 3089 2 億 3272 △ 0.8

財 産 区 会 計 8095 893 806.9

計 90 億 2718 86 億 8022 4.0

水道事業会計

（単位　万円）

新年度予算

働費他
05万円
1%

民生費
25億2821万円

25%

公債費
16億4996万円

16%

土木費
10億8651万円

11%

教育費
12億2496万円

12%

歳　　出

消防費
5億453万円

5%

商工費
4億8593万円

5%

農林水産業費
 3億6372万円

4%

議会費
　1億1010万円

1%
労

77

衛生費
8億949万円

8%

総務費
11億6436万円

12%



�※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

以
前
よ
り
お
願
い
し
て

い
た
こ
と
が
実
現
で
き
喜
こ

ん
で
い
る
が
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
又
職
員
さ
ん
と

の
協
議
も
必
要
で
は
。

教
育
推
進
課
長　

年
度
内
に

は
完
成
さ
せ
た
い
。
又
施
設

整
備
に
は
十
分
打
ち
合
わ
せ

し
て
い
き
た
い
。

金
融
支
援
体
制
は
万
全
か

問　

府
の
制
度
融
資
で
設
備

資
金
し
か
利
子
補
給
が
で
き

な
い
の
は
お
か
し
い
。
運
転

加
悦
図
書
館

　
　

一
階
に
移
転
が
決
定

資
金
に
も
す
べ
き
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

今
後
の
情

勢
を
み
て
考
え
た
い
。

困
っ
て
い
る
方
を
優
先

問　

今
回
国
の
交
付
金
で
雇

用
の
機
会
を
増
や
す
工
夫
が

さ
れ
て
い
る
が
団
体
等
へ
の

丸
投
げ
で
は
な
し
に
、
真
に

困
っ
て
い
る
人
へ
優
先
的
に

雇
用
の
場
を
提
供
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

町
長　

そ
う
考
え
て
い
る
。

問　

６
０
０
万
円
は
ど
の
様

な
予
算
か
。

商
工
観
光
課
長　

織
物
訓
練

セ
ン
タ
ー
に
雇
用
対
策
と
し

て
1
人
雇
用
と
従
来
の
技
術

指
導
員
の
人
件
費
。

問　

織
物
の
現
況
は
厳
し
い
。

単
な
る
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は

な
く
支
援
、
振
興
セ
ン
タ
ー

に
な
ら
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

業
界
の
方

の
取
組
に
よ
っ
て
は
支
援
制

度
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

織
物
活
性
化
、
振
興
対
策
費

双
峰
公
園
管
理
運
営
は

問　

４
月
か
ら
開
山
さ
れ
る

が
管
理
体
制
は
ど
の
様
に
。

商
工
観
光
課
長　

今
期
は
従

来
の
方
1
人
と
新
た
に
1
人

雇
用
し
管
理
に
当
た
る
。

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

問　

被
害
が
多
い
。
捕
獲
檻

が
も
っ
と
増
や
せ
な
い
か
。

農
林
課
長　

町
、
個
人
、
猟

友
会
合
わ
せ
て
１
０
０
基
程

町
内
全
体
に
設
置
を
し
て
い

る
。
予
算
計
上
も
し
て
い
る
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
運
営
事
業

問　

施
設
の
収
容
数
は
同
時

２
３
０
人
程
度
で
、
利
用
滞

在
時
間
を
考
え
る
と
フ
ル
回

転
で
1
日
７
０
０
人
程
度
の

受
け
入
れ
施
設
だ
が
、
常
に

満
客
利
用
は
あ
り
得
な
い
。

６
掛
け
の
利
用
で
４
２
０
人

程
度
、
現
在
の
利
用
数
で
経

費
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

施
設
の
で

き
た
頃
は
多
く
入
っ
た
。
指

定
管
理
も
含
め
工
夫
す
る
。

健
診
、
受
診
率
の
向
上
策

問　

国
保
加
入
者
は
無
料
で

健
診
を
受
け
ら
れ
る
。
病
気

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
の

で
是
非
受
診
し
て
ほ
し
い
。

保
健
課
長　

受
診
し
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
た
い
。

一般会計予算質疑

もうすぐ一階へ（加悦図書室）

野田川織物訓練センター

谷
口 

忠
弘 

議
員

多
田 

正
成 

議
員



� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

現
在
の
５
回
分
に
新
た

に
９
回
分
が
交
付
金
と
交
付

税
で
２
年
間
措
置
さ
れ
る
。

２
年
の
措
置
の
後
も
継
続
を
。

保
健
課
長　

標
準
検
査
項
目

の
14
回
分
を
公
費
負
担
で
受

診
で
き
る
。
２
年
後
は
未
定
。

　
　
　 妊

婦
無
料
健
診
14
回
に

男
女
共
同
参
画
計
画
１
年

問　

策
定
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
。
目
標
に
対
し
て
の
ま

と
め
と
、
今
後
の
取
組
は
。

企
画
財
政
課
長　

講
演
会
や

女
性
相
談
事
業
、
広
報
啓
発

を
引
き
続
き
行
う
。
新
た
に

４
コ
マ
漫
画
を
連
載
予
定
。

町
長　

審
議
会
の
女
性
登
用

が
微
増
。
更
に
推
進
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

自
然
循
環
農
業
が
注

目
さ
れ
る
今
、
豆
っ
こ
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
時
期

を
得
た
施
策
だ
と
思
う
。 

　

自
給
率
の
向
上
、
雇
用

の
拡
大
、
安
全
な
食
料
の

供
給
等
々
期
待
は
大
き
い
。

し
か
し
そ
の
元
と
な
る
肥

料
製
造
工
場
の
実
態
は
劣

悪
だ
。
一
連
の
改
善
な
く

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
は
無
い

豆
っ
こ
米
の

　
　

ブ
ラ
ン
ド
化
に
期
待 

と
思
う
が
？

農
林
課
長　

雨
天
作
業
場
、

保
管
庫
、
臭
気
対
策
、
待
遇

改
善
等
予
算
を
勘
案
し
対
応

す
る
。 

山
の
家
の
運
営
に
つ
い
て 

問　

府
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
が

運
営
は
ど
う
す
る
の
か
。
今

ま
で
地
元
が
多
額
の
補
填
を

さ
れ
て
来
た
と
聞
く
が
。

商
工
観
光
課
長　

商
工
会
経

営
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
行
く
。

児
童
館
と
学
童
保
育
分
離

問　

岩
滝
は
学
童
保
育
施
設

が
な
い
た
め
、
児
童
館
で
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
他

2
地
区
で
は
徴
収
し
て
い
る

学
童
保
育
料
が
無
料
。
是
正

の
考
え
は
？

福
祉
課
長　

考
え
て
行
く
が

永
い
歴
史
が
有
る
の
で
、
早

急
に
は
難
し
い
。

文
化
遺
産
の
活
用
を

問　

多
く
の
文
化
遺
産
を
有

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
上

手
に
活
用
し
、
産
業
振
興
、

雇
用
の
拡
大
等
に
繋
げ
て
行

く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
発
掘
、
保

護
等
に
多
大
な
貢
献
が
有
っ

た
職
員
が
退
職
す
る
と
聞
く

が
今
後
の
対
応
は
？

教
育
長　

そ
の
様
に
考
え
る
。

職
員
に
対
し
て
は
、
今
後
も

指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
行
く
。

新
規
就
農
支
援

問　

新
た
に
農
業
を
始
め
る

方
へ
の
研
修
費
用
が
助
成
さ

れ
る
。
地
域
へ
の
と
け
込
み

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

農
林
課
長　

２
年
間
で
３
６

０
万
円
の
研
修
費
用
を
助
成
。

府
・
町
の
窓
口
で
住
ま
い
や

研
修
先
な
ど
相
談
に
応
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
害
鳥
獣
対
策

問　

昨
年
か
ら
新
た
に
鳥
獣

害
防
止
総
合
対
策
事
業
が
創

設
さ
れ
た
。
有
効
活
用
は
。

農
林
課
長　

町
の
予
算
と
は

別
に
協
議
会
は
２
０
０
万
円

の
交
付
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
食
費
４
０
０
円
値
上
げ

問　

食
材
費
の
高
騰
が
理
由

だ
が
、
経
済
状
況
が
厳
し
い

中
で
の
値
上
げ
に
な
る
。

教
育
次
長　

昨
年
は
品
数
を

減
ら
し
て
対
応
し
た
。
値
上

げ
に
よ
り
従
来
通
り
に
す
る
。

問　

食
材
費
が
下
が
れ
ば
給

食
費
も
安
く
な
る
の
か
。

教
育
長　

食
材
費
は
下
が
り

に
く
い
。

妊婦検診　育てよう子ども

豆っこ肥料工場

浪
江 

郁
雄 

議
員

服
部 

博
和 

議
員



�※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で

の
販
売
だ
が
、
他
に
販
路
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
農
家
か

ら
の
引
き
取
り
価
格
は
、
労

力
に
見
合
う
も
の
か
。

　

有
機
農
業
に
は
大
変
な
苦

労
が
あ
る
と
思
う
が
、
農
家

が
作
り
続
け
ら
れ
る
価
格
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
問

「
豆
っ
こ
米
」
販
路

　
　
　

こ
の
ま
ま
で
い
い
か

題
。

農
林
課
長　

中
心
は
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
だ
が
、
半
数
は

別
の
ル
ー
ト
で
の
販
売
。

　

価
格
は
一
般
米
よ
り
高
い

が
、
満
足
は
し
て
い
な
い
。

価
格
を
引
き
上
げ
る
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

中
山
間
地
直
接
支
払
い

制
度
は
、
条
件
不
利
な
中
山

間
地
を
支
援
す
る
も
の
で
、

国
の
検
証
で
も
評
価
は
高
い

が
。

農
林
課
長　

当
町
で
も
有
効

に
地
域
に
働
い
て
き
て
い
る
。

21
年
度
が
最
後
で
次
期
の
こ

と
は
明
確
で
な
い
。

中
山
間
地
助
成
へ
の
評
価

集
団
回
収
団
体
へ
の
助
成

問　

最
近
、
古
紙
や
ア
ル
ミ

缶
の
価
格
も
相
当
落
ち
て
き

て
い
る
が
、
団
体
へ
の
助
成

は
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
逆

で
価
格
が
落
ち
れ
ば
、
助
成

は
増
額
す
べ
き
で
は
。　
　

住
民
環
境
課
長　

北
京
オ
リ

ッ
ピ
ッ
ク
以
降
、
大
幅
に
下

落
し
て
い
る
。
町
も
こ
れ
ま

で
の
キ
ロ
5
円
か
ら
、
3
円

の
交
付
に
し
て
い
る
。
助
成

食
の
安
全
に
高
い
関
心

問　

輸
入
小
麦
に
対
し
米
は

安
心
と
い
う
消
費
者
の
思
い

が
あ
る
。
パ
ン
用
の
製
粉
機

は
非
常
に
高
い
が
、
補
助
制

度
を
使
っ
て
購
入
し
、
パ
ン

作
り
で
消
費
拡
大
を
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
は
。

農
林
課
長　

取
り
組
む
に
は

課
題
も
多
い
が
、
お
も
し
ろ

い
分
野
だ
と
思
う
。

草
刈
の
時
期
を
ず
ら
し
て

問　

岩
滝
小
学
校
前
の
道
路

の
ア
ジ
サ
イ
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
が
多
い
。

　

草
刈
の
時
期
を
ア
ジ
サ
イ

の
咲
く
前
に
ず
ら
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
環
境
美
化
の

面
か
ら
も
意
味
が
あ
る
と
思

う
が
。

建
設
課
長　

充
分
わ
か
っ
て

い
る
が
、
草
刈
の
時
期
と
ア

ジ
サ
イ
の
か
か
わ
り
が
難
し

い
。
今
後
そ
う
い
う
こ
と
も

考
え
な
が
ら
、
や
っ
て
い
き

た
い
。

は
団
体
の
活
動
助
成
で
は
な

い
。

鳥
獣
保
護
区
の
解
除
を

問　

赤
石
山
か
ら
大
江
山
に

か
け
て
、
鳥
獣
保
護
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
被
害
も
指

定
時
と
は
格
段
の
差
が
あ
る
。

解
除
に
向
け
て
京
都
府
や
環

境
省
へ
の
働
き
か
け
が
出
来

な
い
か
。

農
林
課
長　

シ
カ
が
車
に
当

た
る
等
の
被
害
も
聞
い
て
い

る
。
次
期
に
向
け
て
は
京
都

府
と
も
協
議
し
た
い
。

家
屋
評
価
の
現
状
は

問　

評
価
額
に
つ
い
て
、
地

方
税
法
で
は「
適
正
な
時
価
」

と
、「
評
価
基
準
に
基
づ
き

算
定
し
た
価
格
」
と
2
通
り

の
価
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。

税
務
課
長　

評
価
基
準
に
よ

り
算
定
し
た
価
格
が
、
適
正

な
時
価
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

木
造
、
非
木
造
家
屋
で

は
、
評
価
額
に
差
が
あ
る
の

で
は
と
、
よ
く
聞
か
れ
る
が
。

税
務
課
長　

木
造
と
非
木
造

に
経
年
減
価
の
差
は
あ
る
が
、

評
価
額
に
差
は
な
い
。

求められる保護区の解除

さらなる飛躍　京の豆っこ米

畠
山 

伸
枝 

議
員

 　

毅 

議
員



� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

自
転
車
道
の
安
全
は

問　

府
補
助
金
を
活
用
し
Ｌ

E
Ｄ
照
明
を
設
置
す
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
実
施
は
。

建
設
課
長　

20
年
度
よ
り
要

望
し
て
お
り
、
野
田
川
駅
周

辺
の
整
備
を
行
う
予
定
。

幅
広
い
法
律
相
談
を

問　

多
重
債
務
や
消
費
者
金

融
等
で
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ

り
し
て
い
る
方
が
増
え
て
い

る
。
幅
広
い
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

住
民
環
境
課
長　

現
在
、
年

問　

庁
舎
内
で
の
取
り
組
み

に
続
き
、
全
町
で
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
。

住
民
環
境
課
長　

必
要
で
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

国
は
、
産
業
界
の
自
主

的
な
取
り
組
み
で
後
退
し
て

い
る
。
本
町
で
も
、
住
民
環

境
課
が
全
課
に
指
揮
で
き
る

体
制
が
必
要
で
は
。

町
長　

今
後
検
討
す
る
。

問　

新
た
な
森
林
整
備
へ
の

取
り
組
み
は
。

農
林
課
長　

新
た
に
、
私
有

林
の
整
備
に
町
単
費
で
10
％

補
助
す
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
放
置
竹
林

の
整
備
も
予
定
し
て
い
た
が
、

京
都
府
で
雇
用
対
策
と
し
て

整
備
し
て
い
た
だ
い
た
。

問　

間
伐
や
放
置
竹
林
の
整

備
な
ど
は
、
温
暖
化
対
策
と

し
て
重
要
で
、
確
保
し
た
予

待
っ
た
な
し

温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を

算
は
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

農
林
課
長　

事
業
主
体
が
民

間
で
も
い
い
の
か
な
ど
も
検

討
し
て
対
応
し
た
い
。

6
回
の
無
料
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
内
容
は
離
婚
や
債

務
処
理
な
ど
幅
広
い
相
談
で

毎
回
６
人
位
。

問　

毎
月
２
回
、
年
間
20
回

位
は
す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　

司
法
書
士
会
と
の
連

携
で
、
安
く
て
随
時
相
談
で

き
る
体
制
で
あ
る
の
で
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
営
バ
ス
の
有
効
活
用
を

問　

３
月
16
日
か
ら
試
行
運

転
で
は
あ
る
が
町
営
バ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
等

と
の
連
携
も
含
め
有
効
的
に

活
用
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

色
々
な
意

見
を
聞
い
て
多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
る
取
組
を
し
た
い
。

体
育
振
興
に
も
支
援
を

問　

厳
し
い
財
政
と
理
解
し

て
い
る
が
減
額
が
目
立
つ
。

町
長　

多
く
の
人
に
支
え
ら

れ
実
施
さ
れ
て
い
る
。
感
謝

し
て
い
る
。
ご
理
解
を
。

補
正
予
算
で
暮
ら
し
支
援

問　

雇
用
対
策
な
ど
積
極
的

な
予
算
が
組
ま
れ
た
が
、
ま

だ
国
の
財
源
が
留
保
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

ま
だ
入
れ

て
い
な
い
額
は
あ
る
。

問　

生
活
実
態
調
査
の
結
果

を
ふ
ま
え
、
引
き
続
き
暮
ら

し
の
支
援
へ
の
財
政
出
動
を
。

町
長　

努
力
し
た
い
。

森林整備でＣＯ 2 削減

灯かりがほしい自転車道

家
城 　

功 

議
員

野
村 

生
八 

議
員



�※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

地
域
経
済
の
落
ち
込
み

で
、
町
民
が
営
業
と
暮
ら
し

で
苦
し
む
中
、
百
年
に
一
度

の
大
不
況
が
襲
い
か
か
り
、

自
殺
者
ま
で
出
て
い
る
。
町

も
新
た
な
対
策
が
い
る
。

町
長　

暮
ら
し
の
支
援
に
全

力
を
上
げ
た
い
。

生
活
実
態
調
査
を
生
か
せ

問　

1
月
の
生
活
実
態
調
査

は
、
位
置
付
け
を
鮮
明
に
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
施
策
に

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

よ
く
分
析

し
、
今
後
に
生
か
し
た
い
。

百
年
に
一
度
の
不
況

　
　

被
害
者
を
出
す
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

問　

住
民
の
行
政
参
画
の
時

代
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
も
っ
と
住
民
と
の
協

働
の
視
点
が
い
る
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

情
報
開
示

で
、
行
政
参
画
を
進
め
た
い
。

行
革
見
直
し
は
!?　

問　

大
不
況
下
で
、
行
革
見

直
し
が
い
る
の
で
は
。

企
画
財
政
課
長　

暮
ら
し
優

先
で
、
行
革
も
進
め
た
い
。

問　

21
年
度
予
算
は
、「
総

合
計
画
」
及
び
「
行
革
大
綱
」

の
目
標
達
成
に
向
け
て
の
行

政
改
革
の
取
り
組
み
を
最
大

の
テ
ー
マ
と
し
て
編
成
さ
れ

て
お
り
、
景
気
対
策
、
活
性

化
対
策
が
示
さ
れ
て
な
い
行

革
を
中
心
と
し
た
、
消
極
的

な
予
算
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
現
在
の
経
済
状
況
か
ら

し
て
町
独
自
の
景
気
対
策
な

ど
、
町
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
、

ま
た
、
町
民
が
明
る
く
元
気

の
で
る
積
極
的
な
予
算
と
す

べ
き
で
な
い
か
。

積
極
的
な
予
算
編
成
を

町
長　

今
回
は
、
約
17
億
円

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
情
報

の
共
有
化
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
に
伴
う
経
済
的
効
果
が

大
き
く
出
て
く
る
も
の
と
思

う
。
人
・
物
・
情
報
が
動
く

こ
と
が
、
こ
の
地
域
の
経
済

を
活
性
化
し
て
い
く
大
き
な

原
動
力
に
な
る
と
思
う
。　

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
こ

そ
が
地
域
に
活
力
を
生
み
出

し
、
ま
た
、
町
民
が
希
望
の

持
て
る
環
境
整
備
を
作
る
こ

と
が
、
一
期
目
の
私
の
最
後

の
仕
事
と
考
え
予
算
化
し
た
。

　

職
員
研
修
に
期
待
す
る

問　

厳
し
い
環
境
で
あ
る
だ

け
に
職
員
さ
ん
に
は
我
々
町

民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ

て
の
学
習
を
し
て
も
ら
い
、

産
業
・
教
育
面
な
ど
で
生
か

し
て
も
ら
う
べ
く
民
間
サ
イ

ド
の
講
習
も
含
め
て
人
財
育

成
を
今
こ
そ
図
る
と
き
だ
。

町
長　

研
修
を
受
け
た
職
員

は
み
ん
な
に
報
告
し
て
い
る

し
、
専
門
分
野
も
ふ
く
め
各

個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

問　

希
望
す
る
分
野
の
情
報

を
町
が
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
在
は
と

り
い
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
は
個
別
に
メ
ー
ル
で
返
事

を
し
て
い
る
。

岩
屋
峠
改
修
事
情
は

問　

但
東
町
住
民
の
方
か
ら

も
強
い
要
望
を
聞
く
が
。

建
設
課
長　

カ
ー
ブ
部
改
良

方
法
の
回
答
あ
り
。

事業化進むＣＡＴＶ

厳しさを増す地元経済

将来を担う人材

糸
井 

満
雄 

議
員

伊
藤 

幸
男 

議
員

小
林 

庸
夫 

議
員



� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論

問　

町
報
３
月
号
で
、
活
用

団
体
が
、
19
年
度
は
７
団
体

か
ら
20
年
度
は
２
団
体
に
減

っ
て
い
る
。
原
因
は
な
ぜ
か
。

産
業
お
こ
し
、
商
店
街
の
活

性
化
な
ど
も
対
象
事
業
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

申
し
込
み
は
な
か
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

区
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め

た
。
減
っ
た
原
因
は
い
ろ
い

ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な

が
ら
２
団
体
に
な
っ
た
。
産

小
学
校
の
英
語

　
　

今
春
先
行
ス
タ
ー
ト

問　

学
習
指
導
要
領
の
改
正

に
よ
り
、
小
学
５
・
６
年
生

の
英
語
活
動
が
、
今
春
か
ら

先
行
実
施
さ
れ
る
。
学
校
現

場
で
不
安
の
声
も
聞
く
が
対

応
は
万
全
か
。

教
育
長　

英
語
活
動
は
週
一

時
間
実
施
さ
れ
る
が
、
講
習

会
・
説
明
会
・
勉
強
会
の
実

施
、
Ａ
Ｌ
T
や
Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
有

効
活
用
を
含
め
時
間
割
の
指

導
等
準
備
を
進
め
て
い
る
。

19
・
20
年
度
指
定
校
の
石
川

小
の
実
践
発
表
会
も
実
施
し

た
が
好
評
で
あ
っ
た
。

　

大
丈
夫
と
確
信
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
予
算

　

１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ

れ
る
厳
し
い
経
済
の
中
で
の

新
年
度
予
算
案
は
、
大
変
な

努
力
と
評
価
し
た
い
。
合
併

4
年
目
を
迎
え
る
21
年
度
も
、

福
祉
を
中
心
に
暮
ら
し
を
守

る
体
制
が
徐
々
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
。

　

21
年
度
一
般
会
計
予
算
案

は
、
行
政
改
革
2
年
目
と
し

不
況
か
ら
く
ら
し
守
る

　

太
田
町
政
1
期
目
最
後
の

予
算
と
し
て
、
経
済
危
機

か
ら
町
民
の
く
ら
し
を
守
り
、

新
し
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す

町
の
総
合
計
画
を
実
現
す
る

予
算
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
雇
用
対
策
、

学
校
な
ど
の
耐
震
化
、
森
林

整
備
な
ど
の
温
暖
化
対
策
、

浸
水
対
策
、
福
祉
ど
こ
で
も

て
、
人
件
費
の
抑
制
や
事
務

事
業
の
見
直
し
に
よ
る
縮
減

効
果
を
図
り
な
が
ら
、
継
続

の
建
設
事
業
や
農
業
基
盤
整

備
、
小
学
校
の
耐
震
化
等
課

題
や
期
待
、
暮
ら
し
を
守
る

事
業
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

「
持
続
可
能
」
な
発
展
に
向

け
た
予
算
案
と
し
て
賛
成
す

る
。

安
心
プ
ラ
ン
、
妊
産
婦
無
料

検
診
の
拡
大
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診

へ
の
補
助
、
町
営
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
福
祉
や
く
ら
し
を

守
る
施
策
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

新
し
い
住
民
参
加
の
町
づ

く
り
で
あ
る「
地
域
協
議
会
」

な
ど
今
後
の
課
題
へ
の
取
り

組
み
も
求
め
賛
成
す
る
。

業
お
こ
し
な
ど
の
申
請
は
今

の
と
こ
ろ
な
い
。

有
害
獣
駆
除
対
策
費

問　

兵
庫
県
で
は
、
猟
友
会

へ
の
報
償
費
、
防
除
施
設
補

助
費
な
ど
額
が
違
う
。

農
林
課
長　

ま
だ
ま
だ
不
十

分
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
ば

ら
く
は
こ
の
ま
ま
で
お
世
話

に
な
り
た
い
。
兵
庫
県
と
は

状
況
が
違
う
。

始まる英語教育（三河内小）

地域力再生プロジェクト事業
与謝野町婦人会（岩屋小卒業式）

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

有
吉　

 

正 

議
員

井
田 

義
之 

議
員

 　

毅 

議
員

野
村 

生
八 

議
員



10※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

与
謝
の
海
病
院
に
は
、

患
者
が
中
心
の
地
域
に
開
か

れ
た
病
院
の
理
念
が
あ
る
。

　

病
院
は
救
急
医
療
が
原
点

で
、
特
に
脳
神
経
外
科
は
時

間
と
の
闘
い
が
多
く
、
脳
外

科
一
般
に
精
通
す
る
脳
外
科

医
が
北
部
に
必
要
。
隣
接
市

町
と
医
師
の
確
保
、
再
度
開

診
に
向
け
て
尽
力
が
願
い
た

脳
外
科
医
が
北
部
に
必
要

問　

人
間
ド
ッ
ク
に
本
年
よ

り
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
加
え
ら
れ
る
が
。

保
健
課
長　

が
ん
の
発
見
率

が
高
い
の
で
加
え
た
。
検
診

料
が
高
い
た
め
、
70
％
の
補

助
率
を
考
え
て
い
る
。

早
期
発
見
に

　
　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
は
有
効

問　

内
視
鏡
検
査
の
必
要
な

部
位
も
あ
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
は
短
時
間
で
身
体
的
に
負

担
も
少
な
く
受
診
者
が
増
え

る
と
思
う
が
。

保
健
課
長　

状
況
を
み
た
い
。

質
疑
者　

野
村
、
井
田
、
小
林

問　

高
齢
者
介
護
施
設
の
整

備
が
進
ま
な
い
中
、
高
齢
者

介
護
事
業
は
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
の

方
向
性
と
し
て
は
、
居
宅
介

護
が
中
心
に
推
移
す
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
が
、
介
護
者

激
励
金
の
廃
止
は
、
福
祉
施

介
護
激
励
金
廃
止
は
な
ぜ

策
に
逆
行
し
て
い
る
の
で
は
。

町
長　

今
後
は
、
個
人
に
支

給
す
る
の
で
は
な
く
、
シ
ス

テ
ム
・
制
度
・
施
設
整
備
な

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
介

護
事
業
を
支
え
て
い
く
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

い
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

緊
急
患
者
の
搬
送
時

に
脳
神
経
外
科
医
の
不
在
は

大
変
な
状
況
だ
と
思
う
。　

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
も

１
年
後
で
あ
り
、
医
療
過
疎

の
回
避
に
向
け
て
隣
接
市
町

と
早
急
に
対
策
を
と
る
。

 

手
立
て
や
要
望
は
直
接
府

に
訴
え
て
対
応
す
る
。

特
別
会
計
予
算

簡

易

水

道

宅
地
造
成
事
業

下

水

道

農
業
集
落
排
水

介

護

保

険

国
民
健
康
保
険

介護支援センター

質
疑
者　
　

上
山
、
糸
井
、
廣
野

質
疑
者　
　

井
田

土

地

取

得

糸
井 

満
雄 

議
員

上
山 

光
正 

議
員

谷
口 

忠
弘 

議
員

質
疑
者　
　
　

野
村



11 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

岩
滝
の
水
道
料
金
は
平

成
22
年
度
に
１
５
０
円
の
値

上
げ
と
な
る
予
定
。

　

平
成
21
年
に
は
男
山
浄
水

場
の
急
速
ろ
過
機
が
更
新
さ

れ
る
が
、
即
、
料
金
に
跳
ね

返
る
の
か
。
こ
の
改
善
経
過

説
明
不
充
分
な
値
上
げ

も
説
明
が
必
要
だ
。

水
道
課
長　

簡
易
水
道
と
同

額
の
料
金
設
定
を
考
え
て
い

る
。

　

経
営
的
に
安
定
し
た
料
金

は
１
、
９
０
０
円
が
妥
当
。

質
疑
者　
　

糸
井

老

人

保

健

後

期

高

齢

者

医

療

財

産

区

望まれる医療の充実

岩滝浄水場

質
疑
者　
　

伊
藤

質
疑
者　
　

井
田
、
上
山

水
道
会
計
予
算

上
山 

光
正 

議
員



1�

地域活性化対策に

２億 7700 万円を盛り込む

定額給付金 4月より支給！

補正予算 補正額 累計総額

一 般 会 計 7 号 6億 1100 131 億 9008

特

別

会

計

簡 易 水 道 3 号 △ 6192 10 億 5235

宅 地 造 成 2 号 △ 272 1 億 4631

下 水 道 3 号 △ 5147 21 億 9048

農業集落排水 3号 △ 6271 5626

介 護 保 険 3 号 4654 20 億 8444

土 地 取 得 1 号 △ 33 137

国民健康
事業勘定 △ 85 29 億 7352

診療所 50 9071

老 人 保 健 3 号 △ 1億 5230 3 億 0253

後期高齢者 1 号 △ 1971 2 億 1300

企
業
会
計

水道事業

2号

収益的収入 △ 552 1 億 4643

収益的支出 △ 168 1 億 7863

資本的収入 43 1111

資本的支出 △ 822 9619

年
度
補
正
予
算

（ 単位　万円）

　

補
正
予
算
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業
、
地
域
活
性
化
対
策
事
業
な
ど
、

当
面
す
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
熱
心
な
論
議
が
さ
れ
、
特
別
会
計
を
含

め
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

2 0



1� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

　
　
　
　
　
　
　

問　

工
事
費
１
２
０
０
万
円

が
全
額
削
除
さ
れ
る
。
委
員

会
で
技
術
者
の
病
欠
が
あ
り

21
年
度
に
同
金
額
を
再
計
上

す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

技
師
不
足
な
ら
臨
時
職
員

の
採
用
を
。

町
長　

庁
舎
全
体
で
検
討
調

整
し
て
か
ら
対
応
考
え
る
。

桑
飼
小
下
水
道
工
事

　
　
　
　

来
年
度
に
繰
越

加
悦
中
体
育
館
耐
震
急
務

問　

耐
震
診
断
の
結
果
が
悪

す
ぎ
、
学
校
再
配
置
等
の
協

議
を
待
て
な
い
状
況
だ
。

　

耐
震
の
工
法
も
日
進
月
歩

で
進
ん
で
い
る
。
情
報
を
収

集
し
安
全
確
保
を
早
急
に
。

教
育
長　

加
悦
中
は
本
校
舎

と
の
関
連
も
深
く
、
今
し
ば

ら
く
待
っ
て
欲
し
い
。

加悦第 2分団
　　　詰所新築

問　

場
所
の
選
定
経
緯
と
下

水
道
接
続
は
。

総
務
課
長　

団
の
要
望
で
与

謝
小
学
校
駐
車
場
に
新
築
し
、

跡
地
を
駐
車
場
に
利
用
す
る
。

下
水
道
は
延
伸
に
よ
り
接
続
。

問　

国
の
雇
用
対
策
の
一
環

と
し
て
こ
の
事
業
に
16
の
請

負
工
事
が
組
ま
れ
て
い
る
。

地
域
雇
用
の
維
持
や
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
も
、
町
内

の
業
者
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
行
政
の
思
い
は
。

総
務
課
長　

町
内
で
で
き
る

分
野
に
関
し
て
は
、
で
き
る

限
り
町
内
企
業
に
発
注
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地域活性化事業は
　　町内企業優先に

　
問　

造
成
さ
れ
た
分
譲
宅
地

分
の
分
担
金
は
、
業
者
負
担

で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
資
金
回
収
を
早
め
る
こ

下
水
道
分
担
金
は

特
別
会
計
独
立
の
原
則
に
反
す
る
？

問　

一
般
会
計
繰
入
金
５
百

万
円
、
そ
の
理
由
は
。

建
設
課
長　

大
道
団
地
の
坪

単
価
を
下
げ
一
区
画
５
百
万

円
以
下
に
す
る
た
め
、
当
初

計
画
の
４
区
画
を
５
区
画
に

変
更
、
な
お
不
足
分
を
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
。

と
が
で
き
な
い
か
。

下
水
道
課
長　

ケ
ー
ス
バ

イ
ケ
ー
ス
で
対
応
し
て
い

る
。

問　

日
吉
ヶ
丘
・
算
所
団
地

の
売
却
は
進
ん
で
い
な
い
が

単
価
調
整
を
す
る
の
か
。

町
長　

団
地
の
特
性
（
例
え

ば
家
庭
菜
園
が
で
き
る
と

か
）
を
Ｐ
Ｒ
し
て
売
却
し
た

い
。

新築まぢか　加悦第 2分団

一
般
会
計
質
疑

特
別
会
計
質
疑

宅

地

造

成

下

水

道

井
田 

義
之 

議
員

浪江 郁雄 議員

家城 　功 議員

小
林 

庸
夫 

議
員

井
田 

義
之 

議
員



1�※ 原稿はすべて本人が提出しています。

問　

食
用
廃
油
の
回
収
は
ど

こ
が
。

住
民
環
境
課
長　

Ｎ
Ｐ
０
が

無
料
で
回
収
す
る
。

問　

住
民
に
あ
ま
り
知
ら
れ

Ｂ
Ｄ
Ｆ
燃
料
給
油
施
設

問　

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な
る
、

矛
盾
し
た
制
度
で
あ
る
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な

介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

暴
力
行
為
の
住
民
は

　
　

毅
然
と
退
去
さ
せ
よ

問　

法
令
遵
守
条
例
で
、
暴

力
団
だ
け
で
な
く
、
暴
力
を

行
な
う
住
民
は
、
世
論
で
退

人
材
育
成
や
子
育
て
支
援
の

　
　

環
境
整
備
を

問 

子
育
て
支
援
や
女
性
の

管
理
職
登
用
か
ら
も
、
育
児

休
業
が
と
り
や
す
い
職
場
環

て
い
な
い
が
。

住
民
環
境
課
長
、
業
者
の

対
応
も
あ
る
の
で
控
え
て

い
る
が
、
問
合
せ
が
あ
れ

ば
知
ら
せ
て
い
く
。

介
護
保
険
料
の
減
免
を

　

条
例
案
件
で
は
、
条
例
制
定
2
件
、
各
種
条
例
の
改
正

10
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
を
可
決
し
た
。

　

契
約
案
件
で
は
、
請
負
契
約
の
締
結
で
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
工
事
（
有
線
テ
レ
ビ
拡
張
工
事
）
で
契
約
の
相

手
方
と
し
て
㈱
協
和
エ
ク
シ
オ
（
大
阪
市
）
と
す
る
請
負

契
約
を
可
決
し
た
。

去
さ
せ
る
べ
き
だ
。

町
長　

そ
う
し
た
い
。

境
の
整
備
を
。

総
務
課
長 

充
分
配
慮
す
る
。

町
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

　
　

給
油
施
設
条
例
の
制
定

で
低
所
得
者
へ
の
減
免
を
。

福
祉
課
長　

今
は
制
度
上
で

き
な
い
が
、
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
必
要
な
手
だ
て
は
し

て
い
き
た
い
。

介
護
従
事
者
処
遇
改
善

　
　

臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

ＢＤＦ（廃食油ディーゼル）スタンド

認知症介護施設（三河内）

そ
の
他
の
議
案

多
田 

正
成 

議
員

野
村 

生
八 

議
員

伊
藤 

幸
男 

議
員

伊
藤 

幸
男 

議
員



1� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

個
人
情
報
の
厳
格
な
管
理
を

問　

個
人
情
報
の
流
出
事
件

が
多
発
し
て
い
る
。
も
っ
と

厳
格
に
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
に
は

　
　

職
員
集
団
の
力
が
重
要

問 

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

は
、
職
員
集
団
の
力
が
決
定

的
に
重
要
。
も
っ
と
信
頼
関

係
を
築
く
努
力
を
。

問　

下
請
け
に
な
る
地
元
業

者
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

な
配
慮
が
必
要
で
は
。

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可

決
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
次

の
点
に
つ
い
て
留
意
を
求
め

る
よ
う
、
議
員
か
ら
附
帯
決

議
の
発
議
（
提
出　

谷
口
忠

弘
議
員
）
が
あ
り
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
た
。

一
、　

工
事
の
施
工
に
あ
た

っ
て
は
、
可
能
な
限
り
町
内

業
者
へ
の
発
注
を
指
導
す
る

こ
と
。

二
、　

準
備
段
階
か
ら
、
町

民
へ
の
十
分
な
説
明
を
行

い
、
必
要
な
体
制
を
つ
く
る

こ
と
。

三
、　

工
事
の
進
捗
状
況
を

随
時
議
会
に
報
告
し
、
議
会

と
の
意
思
の
疎
通
に
努
め
る

こ
と
。

附　

帯　

決　

議

企
画
財
政
課
長　

元
請
け
に

は
出
来
る
だ
け
お
願
い
す
る
。

副
町
長 

よ
り
一
層
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長　

委
託
契
約
の
厳

格
化
と
、
条
例
の
厳
守
で
対

応
し
た
い
。

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

　

情
報
通
信
設
備
は
特
殊
な

工
事
内
容
の
た
め
、
応
札
業

者
が
4
社
で
あ
り
、
そ
の
全

社
が
最
低
金
額
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
中
か
ら
選
定
委
員
会

は
『
㈱
協
和
エ
ク
シ
オ
』
に

決
定
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は

①
保
守
管
理
、
②
地
元
へ
の

経
済
効
果
、
が
最
た
る
判
定

基
準
と
の
答
弁
も
あ
っ
た
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

　
　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

地
元
業
者
等
へ
、
５
～
６

億
円
の
金
額
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
当
町
も
産
業
・
経
済

の
厳
し
い
こ
の
時
期
に
今
回

の
発
注
工
事
を
最
大
限
活
用

し
た
経
済
効
果
を
期
待
し
、

合
わ
せ
て
情
報
の
共
有
化
に

よ
る
与
謝
野
町
の
一
体
感
の

醸
成
を
確
信
し
、
賛
成
の
意

を
表
明
す
る
。

で
低
所
得
者
へ
の
減
免
を
。

福
祉
課
長　

今
は
制
度
上
で

き
な
い
が
、
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
必
要
な
手
だ
て
は
し

て
い
き
た
い
。

賛
成
討
論

期待される職員の知恵

契
約
案
件

伊
藤 

幸
男 

議
員

伊
藤 

幸
男 

議
員

谷
口 

忠
弘 

議
員

井
田 

義
之 

議
員

待
望
の
有
線
テ
レ
ビ
で
情
報
の
共
有

有
線
拡
張
工
事
に

　
　

地
元
業
者
へ
の
配
慮
を

地域情報共有へ



1�※ 原稿はすべて本人が提出しています。

２２施設指定管理へ

　　　　　　　平成21.4 ～

指
定
管
理
者
制
度
の
課
題

問　

指
定
管
理
者
の
更
新
時

期
だ
が
、
町
民
の
た
め
ど
う

い
う
結
果
が
で
て
い
る
の
か
、

ま
た
課
題
は
何
か
、
評
価
シ

ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
い
い
が
。

副
町
長　

担
当
各
課
が
把
握

し
て
お
り
当
初
目
的
を
達
成

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

㈱
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
丹
後

が
１
月
27
日
に
、
正
式
に
自

己
破
産
を
申
請
さ
れ
た
。

　

管
理
者
は
債
務
不
履
行
に

至
る
が
、
社
会
的
地
位
か
ら

考
え
て
も
、
損
害
賠
償
・
責

任
問
題
を
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

副
町
長　

基
本
的
事
項
は
協

定
書
で
結
ん
で
お
り
、
損
害

賠
償
の
規
定
も
あ
る
が
、
今

回
の
場
合
は
、
こ
の
規
定
に

は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

施
設
に
よ
っ
て
は
何
年

後
に
は
自
立
を
促
す
方
針
も

選
定
委
員
会
で
検
討
す
る
役

目
が
あ
る
と
思
う
が
。

副
町
長　

本
当
に
必
要
な
も

の
か
否
か
の
視
点
で
今
後
の

参
考
と
す
る
。

指定管理者の責任は

問　

２
人
の
民
間
の
専
門

家
が
い
る
が
、「
例
え
ば
、

こ
の
施
設
は
休
止
も
考
え

ら
れ
て
は
」
と
い
っ
た
意

見
は
な
か
っ
た
か
。

副
町
長　

２
月
に
委
員
会

を
も
っ
た
。
税
理
士
、
中
小

企
業
経
営
診
断
士
の
資
格

を
持
つ
委
員
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
的
見
地
か
ら
、

い
く
つ
か
の
意
見
を
頂
い

て
い
る
。

選
定
委
員
会
の
議
論
は

指
定
管
理
料
は
必
要
か

問　

米
の
乾
燥
等
の
施
設
運

営
は
団
体
、
個
人
問
わ
ず
自

己
責
任
だ
。
中
山
間
制
度
や

大
豆
の
団
地
化
な
ど
補
助
金

も
入
る
と
思
う
が
。

農
林
課
長　

こ
の
施
設
は
、

自
然
循
環
型
農
業
推
進
の
一

環
と
し
て
、
当
初
か
ら
の
協

議
に
よ
り
運
営
を
お
願
い
し

て
い
る
。
大
豆
の
栽
培
面
積

も
今
は
10

に
な
っ
て
い
る
。

古墳公園

大豆・米　乾燥調整施設

小
林 

庸
夫 

議
員上山 光正 議員

有
吉　

 

正 

議
員



1� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

　

浴
場
付
宿
泊
施
設
「
リ
フ

レ
か
や
の
里
」
の
自
己
破
産

の
申
請
に
よ
り
、
町
の
出
資

金
３
千
万
円
は
返
還
さ
れ
る

可
能
性
は
極
め
て
低
い
。

 

施
設
管
理
者
の
社
会
的
地
位

を
考
え
る
と
、
負
債
責
任
及

び
、
社
会
通
念
上
の
道
義
責

任
は
果
さ
れ
る
べ
き
。

 

こ
の
議
案
は
、
自
己
破
産
の

反
対
討
論

申
請
者
が
指
定
管
理
者
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
誠
に
遺
憾
で

あ
り
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
後
も
指
定
を
受
け
た
事

業
者
が
、
経
営
困
難
に
追
い

込
ま
れ
れ
ば
、
容
易
に
自
己

破
産
の
申
請
を
選
択
さ
れ
る
。

こ
こ
は
断
じ
て
賛
成
し
て
は

な
ら
な
い
場
面
で
あ
る
。

　この制度は公的施設の管理に民間が参入できる制度。

　公募・非公募施設があるが、今回はすべて非公募。

　指定管理施設以外は町の直営で行う。

施　　　設　　　名 指定管理者
利用
料金

指定
期間

指定管理料

幾地コミュニテイ広場 幾地区 有 ５年 100 万円

石川農業構造改善センター 石川区 有 ５年  55 万円

大豆・米乾燥調製施設 与謝中山間振興会 有 ３年  35 万円

生産物特産加工販売施設（椿山） (有 )明人夢村 - ３年

冷凍米飯加工施設 (株 )加悦ファーマーズライス - ３年

ツバキ育苗温室 京都千年椿の里育苗グループ - ３年

地域農産物等活用型交流施設 社会福祉法人　よさのうみ福祉会 - ５年  24 万円

加悦木工加工施設
特定非営利活動法人 
  あまのはしだて座

- ３年

加悦生産物販売施設 タンゴフロンティア (株 ) - ３年

野田川森林公園 財団法人　コミュニティ野田川 有 ３年 809 万円

旧加悦鉄道加悦駅舎 与謝野町観光協会 有 ３年 279 万円

勤労者総合福祉センター
　　　　　　　（野田川わーくぱる）

財団法人  コミュニティ野田川 有 ３年 857 万円

岩滝母と子どものセンター
社団法人　
宮津与謝広域シルバー人材センター

有 ３年  22 万円

大内峠一字観公園 大内峠一字観公園管理運営委員会 有 ３年 255 万円

与謝野町ホームヘルパーステーション 社会福祉法人  北星会 - ５年

与謝デイサービスセンター 社会福祉法人  北星会 - ５年

与謝在宅介護支援センター 社会福祉法人  北星会 - ５年

障害者グループホーム・ケアホーム 社会福祉法人　よさのうみ福祉会 - ５年

障害者就労継続支援施設 社会福祉法人　よさのうみ福祉会 - ５年

加悦椿文化資料館 (有 )明人夢村 有 ３年 230 万円

古墳公園 ふるさと産品 (有 ) 有 ３年 796 万円

旧尾藤家住宅 ちりめん街道を守り育てる会 有 ３年 372 万円

指定管理一覧表

指定管理者制度について

かや道の駅

上
山 

光
正 

議
員



1�

１月５日　議会新年互例会　　　　　

　　　　　府庁新年あいさつ　　　　

　　６日　商工会賀詞交換会　　　　

　　　　　議会広報特別委員会　　　

　　７日　議会広報特別委員会　　　

　　８日　議会広報特別委員会　　　

　１１日　消防団出初式

　　　　　成人式　　　　　　　　　

　１３日　宮津・与謝新年互例会　　

　　　　　議会広報特別委員会　　　

　１６日　町村議会議長会

　１９日　宮津・与謝議長会

　２２日　文教・厚生常任委員会

　２６日　京丹後市議員研修会参加

　２月２日　市町村正副議長研修会

　　　４日　中能登町視察研修に来町

　　　６日　議会運営委員会

　　１０日　産業・建設常任委員会

　　１２日　与謝野町議会議員研修会

　　１３日　後期高齢者広域連合議会

　　２０日　町村議会議長会

　　　　　　議会広報特別委員会

　　２３日　議会運営委員会

　　２４日　産業・建設常任委員会

　　２５日　宮津与謝消防組合議会

　　　　　　橋立中学校組合議会

　　２７日　広域市町村組合議会

３月２～

　　２７日　３月定例会

　　　議会の動き
　　　　　　　　

岩滝地区　サブセンター
野田川地区　　　〃　 区　分 金　　額 摘　　要

財
源
内
訳

補助金
3億 6655 万円 地域情報化交付金

1090 万円 経済対策交付金

起債 13 億 1970 万円 合併特例債等

一般財源 6187 万円

合　　計 17 億 5902 万円

契約事項

（１）工事請負額　　　　17 億 5902 万円

　　　　請負工事価格　　16 億 7526 万円

　　　　消費税相当額　 　   8376 万円

（２）契約の方法　　総合評価競争入札

（３）工　　　期　　平成 21 年 3 月 31 日

（４）請 負 業 者　　㈱協和エクシオ関西支店

有線テレビ拡張工事のイメージ



1� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

一
．
�0
人
学
級
の
早
期
実
現
。

一
．
教
育
予
算
を
増
額
し
保
護
者
の
教
育
負
担
の
軽
減
。

一
．
加
配
教
員
の
充
実
。

　
　
　

一
．
教
育
相
談
を
で
き
る
体
制
や
施
設
の
充
実
。

一
．
加
悦
中
学
校
の
早
期
改
築
建
て
替
え
。

 

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
す
す
め
る
た
め
の
教
育
予
算
増

額
、
教
育
諸
条
件
の
整
備
・
充
実
を

求
め
る
請
願
書

（
提
出
者
）

　
　

与
謝
地
方
教
職
員
組
合　

浦
島
清
一

（
審
査
の
経
過
）

　

文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
を
さ
れ
、
提
出
者
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

（
審
査
の
結
果
）

　

教
育
予
算
の
増
額
は
行
政
改
革
の
中
難
し
い
。
加
配
に

つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
に
基
づ
き
配
置
は
さ
れ
て
い
る
。

　

加
悦
中
の
改
築
建
て
替
え
は
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
の
推
移
を
見
守
る
べ
き
な
ど
の
理
由
か
ら
、「
不
採

択
と
す
べ
き
」
も
の
と
決
定
し
た
。

後期高齢者医療制度被保険者への       
      資格証明書交付について

　（提出者）京都府保険医協会　　理事長　関　浩

細菌性髄膜炎から子ども達を守る
 　ワクチンの早期定期接種化を求める

（提出者）京都府保険医協会　　理事長　関　浩

「気候保護法」の制定を求める

（提出者）地球温暖化防止京都ネットワーク

          　　　　　　　　　　事務局長　原　強

 

世
界
的
な
大
不
況
の
波
は
家
庭
に
も
押
し
寄
せ
て
お
り
、

『
子
ど
も
の
貧
困
』
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

 

ま
た
、
社
会
の
変
化
の
中
で
問
題
行
動
の
多
様
化
な
ど

も
あ
り
、
不
登
校
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

30
人
学
級
の
早
期
実
現
、
教
育
予
算
の
増
額
な
ど
、
ど

れ
も
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

『
子
ど
も
の
権
利
条
約
』
か
ら
み
て
も
、
日
本
の
教
育
の

現
状
は
恥
ず
べ
き
事
態
。

 

子
ど
も
達
の
将
来
の
幸
せ
を
願
う
こ
の
請
願
に
応
え
る

べ
き
で
あ
り
、
賛
成
を
す
る
。

請　

願

陳
　

情

賛
成
討
論

大きく育て　子どもたち

賛
成
少
数
で
不
採
択

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
は
み
ん
な
の
願
い

畠
山 

伸
枝 

議
員



こ
こ
が
聞
き
た
い

�0

3
月
定
例
会
は
15
人
が
質
問
し
ま
し
た

政権交代時の町の対応を問う
服部 博和 議員

高齢化社会と今後の福祉施策を問う
多田 正成 議員

住民が望む教育環境とは
上山 光正 議員 

まちづくりと学校のあり方は
　伊藤 幸男 議員

行財政改革の一年目を問う
小林 庸夫 議員 

セーフティーネットの充実を
畠山 伸枝 議員

「雇用対策」町独自の対応を
家城 　功 議員

集落支援員制度の導入を 
 　毅 議員

有線拡張工事可能な限り地元業者を
谷口 忠弘 議員 

財政改革の中遊休土地・建物は
廣野 安樹 議員 

金融危機による行革目標への影響は
浪江 郁雄 議員

構造改革路線の破綻と新しい自治体
野村 生八 議員

生活環境改善で町内活性化
赤松 孝一 議員 

赤字を続けるクアハウスの今後は
田 博文 議員

見えない教育委員会の職務と権限
井田 義之 議員

[ 質問議員と内容 ]
一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い

政
権
交
代
時
の
町
の
対
応
を
問
う

町
民
の
幸
せ
を
願
い

    　

そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
く

今後の行政運営は

服部 博和 議員

問　

１
０
０
年
に
一
度
の

大
不
況
時
に
、
何
ら

手
が
打
て
な
い
政
府
に
対
し
、

国
民
の
心
は
離
れ
、
マ
ス
コ

ミ
は
連
日
退
陣
を
求
め
る
論

評
を
報
じ
て
い
る
。
９
月
に

は
任
期
が
満
了
し
必
ず
選
挙

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
時
は
政

権
交
代
を
望
む
声
が
世
論
調

査
で
多
数
を
占
め
る
。
今
ま

で
国
の
制
度
で
は
、
官
僚
の

作
成
し
た
基
準
に
縛
ら
れ
、

地
域
の
特
色
が
出
せ
な
い
上
、

本
当
に
必
要
な
事
業
が
優
先

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
為
ヒ

モ
付
き
制
度
と
揶
揄
さ
れ
て

来
た
が
、
公
共
事
業
一
括
交

付
金
制
度
が
新
政
権
の
下
で

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

計
画
、
立
案
が
可
能
と
な
り
、

予
算
の
配
分
を
も
行
い
な
が

ら
町
民
の
負
託
に
応
え
て
行

け
る
様
に
な
る
。
そ
の
為
ト

ッ
プ
は
元
よ
り
、
一
職
員
に

至
る
ま
で
知
恵
と
汗
を
充
分

出
し
切
る
事
が
可
能
と
な
り
、

仕
事
に
や
り
が
い
が
出
て
く

る
と
思
う
。
し
か
し
反
面
多

忙
に
な
る
上
、
か
な
り
の
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
事
に
な

る
。
今
か
ら
こ
れ
ら
に
対
応

出
来
る
素
地
を
構
築
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。 

町
長　

今
ま
で
か
ら
分

権
、
分
権
と
言

わ
れ
な
が
ら
、
権
限
や
財
源

が
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
創
意
工
夫
が
無
け

れ
ば
地
方
は
生
き
残
っ
て
い

け
な
い
と
思
う
。



一般質問　ここが聞きたい！

�1 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

福祉施設の今後は

高齢化社会と今後の福祉施策を問う

高齢者個人住宅集合体も含め考える

多田 正成 議員

問　

今
後
、
福
祉
介

護
を
あ
わ
せ
持

つ
高
齢
者
個
人
住
宅

集
合
体
の
発
想
に
よ
り
、

元
気
い
き
い
き
村
、
よ

り
自
然
体
で
生
活
の
し

や
す
い
、
ま
た
、
介
護

の
し
や
す
い
集
合
体
を

作
り
出
し
介
護
の
効
率

化
と
財
源
の
抑
制
を
考
え
、
お
年

寄
り
の
安
心
安
全
を
。

町
長　

今
あ
る
現
状
の
中
で
福

祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
０
の
方

達
と
、
地
域
と
が
協
力
し
合
っ
て

支
え
て
行
く
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必

要
と
思
う
。
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と

し
て
今
後
そ
の
事
も
含
め
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

介
護
家
族
の
支
援
策
を

問　

病
床
削
減
策
か
ら

施
設
入
所
待
ち
、

自
宅
介
護
が
増
加
、
ま
た

高
齢
化
が
進
み
社
会
保
障

の
財
源
不
足
、
そ
う
し
た

事
も
勘
案
し
て
介
護
家
族

支
援
制
度
の
確
立
が
必
要

で
は
。

町
長　

現
在
で
は
施
設

　

利
用
者
以
外
に

給
付
す
る
場
合
は
町
単
費

が
必
要
で
難
し
い
。
良
い

考
え
だ
が
、
我
々
で
は
で
き

な
い
の
が
現
実
、
施
設
を
利

用
し
家
族
の
負
担
を
軽
減
し

て
行
く
。

雇
用
不
安
、
緊
急
対
策
を

問　

地
域
企
業
は
厳
し
い

状
況
で
雇
用
不
安
が

起
き
て
い
る
。
不
況
緊
急
対

策
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

町
長　

21
年
度
の
予
算

の
労
働
費
に
計

上
し
、
約
３
３
０
０
万
円
の

予
算
を
組
ん
で
町
の
施
策
の

中
で
雇
用
し
て
い
き
た
い
。

住
民
が
望
む
教
育
環
境
と
は

検
討
委
員
会
の
分
野　

　
　
　

答
弁
は
差
し
控
え
る

どうなる学校の統廃合

問　

学
校
統
合
・
学
校
給

食
の
考
察
と
、
幼
保

小
の
連
携
に
つ
い
て
詳
細
に

伺
う
。

①　

児
童
・
幼
児
数
の
推
移

と
学
級
規
模
か
ら
考
え
、
教

育
環
境
を
よ
り
整
え
る
た
め

の
箇
所
と
論
点
は
。

②　

与
謝
野
町
教
育
・
保
育

環
境
検
討
委
員
会
の
意
見
集

約
は
、
い
つ
ご
ろ
情
報
の
共

有
が
可
能
に
な
る
の
か
。

③　

保
護
者
が
望
む
学
校
の

在
り
方
、
教
育
委
員
会
が
目

指
す
学
校
の
在
り
方
に
、
差

異
は
感
じ
ら
れ
な
い
か
。

④　

近
隣
市
町
村
の
教
育
環

境
へ
の
動
向
が
慌
た
だ
し
い

現
状
の
中
、
統
合
の
時
期
・

学
校
規
模
な
ど
の
検
討
計
画

は
い
つ
に
な
る
か
。

⑤　

学
校
の
統
廃
合
が
進
展

し
な
い
現
況
の
中
、
学
校
選

択
制
の
導
入
が
切
り
拓
く
効

力
は
、
単
に
少
子
化
を
踏
ま

え
た
大
胆
な
再
編
統
合
、
競

合
激
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、

教
育
現
場
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長　

現
在
、
橋
立

中
学
校
の
み

学
校
給
食
が
な
い
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
宮
津
市
と

調
整
し
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

　

幼
保
小
の
連
携
は
、
小
学

校
の
教
育
活
動
に
子
ど
も
た

ち
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
り
込

め
る
よ
う
に
と
い
う
観
点
と
、

連
続
し
た
教
育
体
系
は
非
常

に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
学
校
選
択
制

導
入
の
考
え
は
な
い
。

上山 光正 議員



一般質問　ここが聞きたい！

��※ 原稿はすべて本人が提出しています。

まちづくりの拠点

まちづくりと学校のあり方は

地域での学校の役割も、公民館活動も重要

伊藤 幸男 議員

問　

い
ま
全
国
で
、
保
育

園
や
高
校
含
む
学
校

の
統
廃
合
が
、
経
済
効
率
の

観
点
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

背
景
に
は
、
国
に
よ
る
地
方

財
政
と
教
育
予
算
の
削
減
が

あ
る
。

　

国
の
教
育
政
策
は
、
国
際

機
関
か
ら
改
善
勧
告
を
受

け
る
ほ
ど
の
ひ
ど
い
も
の

で
、「
日
本
の
異
常
」
の
ひ

と
つ
だ
。
国
は
多
人
数
の
方

が
教
育
効
果
が
あ
る
と
い
う

が
、
少
人
数
の
方
が
良
い
こ

と
は
証
明
さ
れ
て
お
り
、
世

界
的
な
流
れ
だ
。
統
廃
合
の

町
で
は
子
育
て
世
代
が
他
に

移
住
し
、
集
落
崩
壊
が
進
ん

で
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
点

で
、
統
廃
合
を
ど
う
見
て
い

る
か
。

教
育
長　

近
く
学
校
あ
り

方
検
討
委
員
会

答
申
が
出
る
の
で
、
答
弁
を
控

え
た
い
。

集
落
と
学
校
の
あ
り
方
は

問　

今
後
、
審
議
会
で
統
廃

合
が
検
討
さ
れ
る
が
、

教
育
の
あ
り
方
や
と
り
ま
く
環

境
情
勢
の
認
識
共
有
が
大
前
提

だ
。
ま
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
学
校
の
関
係
、
少
子
化
な
ど

を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

同
委
員
会
で
は

研
修
会
も
行
な

い
、
認
識
共
有
を
図
っ
て
き
た
。

か
つ
て
学
校
は
地
域
で
の
指
導

性
を
持
っ
て
き
た
が
、
今
そ
の

役
割
が
小
さ
く
な
っ
た
。
地
域

集
落
の
課
題
は
公
民
館
活
動
の

活
性
化
な
ど
が
重
要
だ
。

行
財
政
改
革
の
一
年
目
を
問
う

行
革
実
績
は
決
算
時
公
表
す
る

小林 庸夫 議員

求められる事務の効率化

問　

景
況
悪
化
の
な
か　

税
、
使
用
料
、
分
担

金
の
未
納
額
が
増
え
る
現
状

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　

専
門
的
な
分
野

も
含
め
て
よ
い

知
恵
を
だ
す
べ
く
、
職
員
も

一
生
懸
命
指
導
に
努
め
る
の

で
、
役
場
に
遠
慮
な
く
相
談

を
か
け
て
ほ
し
い
。

問　

類
似
団
体
と
比
較

し
て
現
在
の
数
値

は
・
・
。

町
長　

更
な
る
削
減
を

図
る
。

問　

広
告
収
入
の
導
入

は
・
・
。

町
長　

検
討
す
る
。

問　

町
職
員
、
町
民
一
体

の
活
動
が
行
革
成
果

に
つ
な
が
る
の
で
公
開
を
。

町
長　

数
値
公
表
す
る
。

社
協
へ
の
支
援
策
を
問
う

問　

平
成
22
年
度
か
ら
府

の
補
助
金
カ
ッ
ト
と

聞
く
。
今
後
の
支
援
方
針
は
。

町
長　

人
件
費
補
助
分

は
一
定
縮
小
の

考
え
。
事
務
の
効
率
化
、
事

業
収
入
の
展
開
な
ど
を
お
願

い
し
た
い
。

中
学
校
で
の
和
装
教
育
を

問　

Ｎ
P
Ｏ
法
人
「
和
装

教
育
国
民
推
進
会

議
」
の
活
動
で
、
２
０
１
２

年
か
ら
中
学
校
家
庭
科
で

「
和
服
の
基
本
的
な
着
装
」

を
学
ぶ
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

青
少
年
の
日
本
文
化
を
育
み

織
物
業
界
へ
の
カ
ン
フ
ル
剤

と
も
な
る
意
味
か
ら
、
浴
衣

の
着
方
教
室
の
実
施
に
つ
い

て
聞
く
。

教
育
長　

和
装
分
野
の

活
性
化
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
関

係
者
の
協
力
を
得
て
準
備
を

進
め
る
。



一般質問　ここが聞きたい！

�� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

畠山 伸枝 議員

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　

充
実
を

柔
軟
な
対
応
を
し
た
い

2 人目、3人目の保育料は減額

問　

契
約
社
員
や
派
遣
が

増
え
、
社
会
保
険
か

ら
排
除
さ
れ
る
人
が
増
え
て

い
る
。

　

こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
自
治

体
の
役
割
が
大
切
。
次
の
点

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

申
請
用
紙
を
各
庁
舎
に
お

い
て
、
生
活
保
護
を
受
け
や

す
く
す
る
考
え
は
。

町
長　

府
の
決
め
る
こ

と
だ
が
、
制
度

の
説
明
は
相
談
者
の
立
場
に

た
っ
て
や
る
。

問　

高
い
保
険
料
が
国
保

の
保
険
料
を
払
え
な

く
し
て
い
る
。

　

「
払
え
る
国
保
料
に
」
し

て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
多
く
の

町
民
の
願
い
だ
が
。

町
長　

細
か
い
運
営
基

準
が
国
か
ら
示

さ
れ
て
お
り
厳
し
い
。
引
き

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

失
業
や
病
気
で
働
け

な
く
な
っ
た
人
の
税

金
に
分
納
や
延
納
の
制
度
を
。

町
長　

分
納
や
延
納
に

つ
い
て
は
、
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

問　

若
者
定
住
策
と
し
て
、

2
人
目
、
3
人
目
の

保
育
料
を
無
料
に
す
る
考
え

は
。

町
長　

国
の
ほ
う
が
平
成

21
年
か
ら
、
3
人

同
時
入
所
の
場
合
は
、
3
人

目
以
降
は
無
料
に
す
る
。
町

で
は
2
人
目
は
半
額
に
な
っ

て
い
る
。

問　

京
都
市
で
は
年
収
60

万
円
以
下
の
世
帯
の

保
険
料
を
半
額
に
引
き
下
げ

る
方
針
だ
が
、
当
町
で
の
考

え
は
。

町
長　

低
所
得
へ
の
配

慮
は
し
て
い
る
。

　

「雇用対策」町独自の対応を

商工観光課を中心に対応する

家城 　功 議員

ハローワーク

問　

大
不
況
に
よ
る
雇
用

の
問
題
は
、
こ
の
地

域
で
も
深
刻
な
事
態
に
な
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
の
カ
ラ

ー
を
出
し
、
一
人
一
人
に
対

し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
。

①　

町
と
し
て
現
況
の
把
握

は
で
き
て
い
る
の
か
。

②　

町
独
自
の
対
応
策
は
。

例
え
ば
国
の
緊
急
対
策
費
の

活
用
や
臨
時
職
員
の
採
用
、

商
工
会
と
の
連
携
、
資
格
取

得
の
た
め
の
補
助
な
ど
。

③　

地
域
振
興
課
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
安
心
し
て
相

談
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

①　

ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
か
ら
の
情

報
提
供
で
確
認
を
毎
月
し
て

い
る
。

②　

21
年
度
に
36
人
の
雇
用

創
出
を
計
画
し
て
い
る
。

　

商
工
会
と
は
、
地
元
企
業

活
性
化
の
支
援
に
係
る
情
報

共
有
や
今
後
の
雇
用
創
出
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
経
営
実
態
調
査
や

生
活
実
態
調
査
の
集
計
や
分

析
を
早
期
に
し
、
対
策
で
き

る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

　

資
格
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
は

講
習
会
や
研
修
会
へ
の
支
援

の
範
囲
で
行
っ
て
い
る
。

③　

商
工
観
光
課
が
所
管
で

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
対
応
す

る
こ
と
が
相
談
者
に
と
っ
て

も
良
い
と
考
え
て
い
る
。



一般質問　ここが聞きたい！

��※ 原稿はすべて本人が提出しています。

集落支援員制度の導入を

心配な集落も出ている

 毅 議員

ふるさとケータイのイメージ（京都新聞より）

問　

国
は
過
疎
に
悩
む
集

落
に
専
門
の
相
談
員

を
配
置
し
て
、
集
落
の
課
題

や
要
望
を
調
査
点
検
し
、
話

し
合
い
の
中
か
ら
活
性
化
策

を
見
つ
け
る
支
援
員
制
度
を

創
設
し
た
。

　

財
政
支
援
も
あ
り
、
制
度

の
導
入
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　

本
町
で
も
集
落

単
位
で
見
る
と

準
限
界
集
落
も
２
カ
所
ほ
ど

あ
り
心
配
し
て
い
る
。
過
疎

と
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
国

府
の
支
援
を
う
ま
く
使
い
な

が
ら
再
生
を
め
ざ
す
と
共
に
、

い
ろ
ん
な
形
で
外
か
ら
の
力

を
借
り
て
進
め
る
手
法
も
大

切
だ
。

ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
と
は

問　

総
務
省
の
事
業
で
地

域
の
活
性
化
や
情
報

化
の
遅
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
ケ
ー
タ
イ
」
の

実
証
実
験
が
2
市
２
町
と
民

間
事
業
者
で
進
め
ら
れ
て
い

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
部
門
で
の
活

用
に
期
待
で
き
る
の
か
。

町
長　

モ
デ
ル
事
業
と

し
て
丹
後
地
域

の
地
域
資
源
の
販
売
の
増
加

や
観
光
部
門
に
期
待
し
て
い

る
が
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
等

の
捕
獲
監
視
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
町

は
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
譲

与
し
、
民
間
の
事
業
者
で
の

取
り
組
み
と
な
る
。

そ
の
方
向
で
考
え
て
い
る

谷口 忠弘 議員

工事が進むＣＡＴＶ

有
線
拡
張
工
事
可
能
な
限
り
地
元
業
者
を

問　

20
憶
円
近
い
大
型
公

共
投
資
と
な
る
本
事

業
。
可
能
な
限
り
地
元
業
者

の
仕
事
量
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

そ
の
方
向
で
元

請
業
者
と
契
約

が
で
き
、
細
部
に
わ
た
っ
て

は
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　

特
別
な
技
術
を
有
す

る
工
事
に
つ
い
て
は
、

講
習
会
等
の
指
導
が
あ
る
の

か
。

企
画
財
政
課
長　

元
受
業
者

で
考
え
て

い
る
。

問　

工
事
は
い
つ
頃
か
ら

か
。

企
画
財
政
課
長　

当
初
の
数

か
月
は
許

認
可
事
務
に
追
わ
れ
実
際
工

事
は
２
、
３
か
月
あ
と
に
な

る
の
で
は
。

行
革
は
進
ん
で
い
る
か

問　

行
革
の
1
年
目
が
終

ろ
う
と
し
て
い
る
が

成
果
は
。

町
長　

各
削
減
項
目
に

つ
い
て
差
異
は

あ
る
が
、
概
ね
93
％
の
達
成

で
あ
る
。

景
気
雇
用
対
策
は
十
分
か

問　

国
の
雇
用
助
成
金
は

5
分
の
4
が
補
助
金

で
、
残
り
5
分
の
1
が
自
己

負
担
だ
が
、
そ
の
助
成
は
難

し
い
か
。

町
長　

財
政
的
に
厳
し

い
。

問　

雇
用
奨
励
補
助
金
制

度
は
、
新
規
雇
用
で

今
の
状
況
で
は
利
用
し
づ
ら

い
。
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。

町
長　

検
討
す
る
。

問　

定
額
給
付
金
に
対
す

る
消
費
刺
激
策
は
。

町
長　

商
工
会
と
連
携

し
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
考
え
て
い
る
。



一般質問　ここが聞きたい！

�� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

財政改革の中遊休土地・建物は

物件を一定の方向にまとめた

廣野 安樹 議員

待たれる有効活用

問　

検
討
委
員
会
の
審
議

経
過
は
、
ま
た
メ
ン

バ
ー
は
、
売
却
価
格
は
だ
れ

が
つ
け
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

副
町
長
と
担
当

課
長
で
委
員
会

を
構
成
し
検
討
を
行
い
、
現

地
調
査
の
結
果
、
賃
貸
・
売

却
・
現
状
維
持
で
区
分
け
、

第
一
段
階
で
土
地
９
ヵ
所
・

建
物
１
棟
内
岩
滝
1
ヵ
所
は

3
月
末
に
売
却
。

　

価
格
は
土
地
鑑
定
士
の
意

見
を
参
考
に
決
定
す
る
。

　

今
後
も
町
有
財
産
の
利
活

用
を
図
る
。

問　

町
の
活
性
化
は
、
魅

力
あ
る
就
労
の
場
は
。

町
長　

情
報
交
換
は
随

時
行
っ
て
い
る

が
、
現
況
は
大
変
難
し
い
。

議
員
に
も
紹
介
を
願
い
た
い

し
、
自
身
も
誘
致
実
現
に
全

力
を
注
ぐ
。

問　

仮
称
野
田
川
・
岩
滝

イ
ン
タ
ー
の
名
称
は

い
つ
決
定
さ
れ
る
の
か
。

　

名
称
は
地
域
の
発
展
に
も

大
き
く
か
か
わ
る
。
地
元
に

ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
。

町
長　

府
と
関
係
市
町

と
話
し
合
い
、

供
用
開
始
前
に
決
定
さ
れ
る
。

当
町
に
関
係
し
た
名
称
に
な

る
よ
う
努
力
す
る
。

問　

石
川
地
区
に
進
出
予

定
の
プ
ラ
ン
ト
の
現

況
は
。

町
長　

法
改
正
で
１
万

平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
指
導
を
し
て
い
る
が
、

進
展
に
至
っ
て
い
な
い
。

金融危機による行革目標への影響は

行革目標達成率は９３％影響は受けていない

浪江 郁雄 議員

厳しさを増す町財政

問　

税
収
の
推
移
と
財
政
指
標

へ
の
影
響
は
。

町
長　

税
収
は
１
千
８
百
万

円
減
額
。
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
財
政
指
標
は
滞
納
対

策
な
ど
自
助
努
力
を
行
う
。

問　

よ
り
ス
リ
ム
で
強
靱
な
行

政
体
が
求
め
ら
れ
る
が
。

町
長　

財
政
力
を
高
め
る
人

口
増
加
と
企
業
誘
致

は
困
難
。
歳
出
削
減
を
図
り
、
児

童
福
祉
の
充
実
や
情
報
格
差
是

正
で
人
口
減
少
を
抑
え
た
い
。

国
の
75
兆
円
対
策
と
対
応

問　

配
分
と
取
り
組
み
は
。

町
長　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
で
３
事

業
４
名
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

は
13
事
業
で
延
べ
32
名
を
雇
用

す
る
。

問　

緊
急
保
証
制
度
の
実
態
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

指
定
業
種
が
拡
大
さ
れ
、

94
企
業
17
億
円
。
今
後

も
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
。

問　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
の
対
応
は
。

町
長　

国
の
交
付
額
を
大
幅
に

上
回
る
２
億
８
千
万
円

の
公
共
事
業
を
前
倒
し
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
被
害

問　

携
帯
電
話
の
利
用
実
態
と
、

学
校
へ
の
持
込
は
。

教
育
長　

所
持
率
は
全
国
平

均
よ
り
低
い
。
持

込
禁
止
は
４
小
学
校
と
１
中
学
校
。

問　

子
ど
も
が
加
害
者
に
も
被

害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う

情
報
モ
ラ
ル
教
育
が
必
要
。

教
育
長　

マ
ナ
ー
を
指
導
し
、

保
護
者
に
は
研
修

会
を
実
施
。



一般質問　ここが聞きたい！

��※ 原稿はすべて本人が提出しています。

野村 生八 議員

構造改革路線の破綻と新しい自治体

ハードよりソフトで町民生活の下支えをする

めざせ新しい自治体

問　

30
年
来
進
め
て
き
た
「
弱
肉

強
食
の
競
争
社
会
」
化
で
あ

る
小
泉
構
造
改
革
・
市
場
原
理
主
義

は
、
今
回
の
経
済
危
機
で
世
界
的
に

破
綻
し
た
。
今
ま
で
の
国
の
制
度
は

根
本
的
に
見
直
し
、
新
し
い
時
代
に

向
け
た
自
治
体
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
、
指
定
管
理
者
制

度
、
職
員
リ
ス
ト
ラ
な
ど
は
見
直
し

が
必
要
で
は
。

町
長　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し

は
、
全
国
的
課
題
。
指
定

管
理
者
制
度
は
、
万
能
で
は
な

く
慎
重
に
進
め
る
。
職
員
の
削

減
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

が
心
配
さ
れ
る
が
、
厳
し
い
財

政
事
情
か
ら
適
正
規
模
ま
で
は

削
減
が
必
要
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

問　

教
育
・
福
祉
・
環
境
・

防
災
を
拡
大
す
る
べ
き

で
は
。

町
長　

基
本
は
人
材
で
あ
り

教
育
で
あ
る
。
福
祉

は
、
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
で

充
実
を
図
る
。
環
境
も
仕
組
み

づ
く
り
を
急
ぐ
。
防
災
は
計
画

的
に
取
り
組
む
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
拡
大

問　

民
間
の
非
営
利
部
門
の

拡
大
も
必
要
で
は
。

町
長　

21
年
度
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
委
託
し
「
放
置
竹

林
拡
大
防
止
事
業
」
に
取
り
組

む
。

問　

町
民
の
い
の
ち
・
暮
ら

し
を
守
る
取
り
組
み
を
。

町
長　

今
こ
そ
自
治
体
挙
げ

て
、
町
民
生
活
の
下

支
え
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

生
活
環
境
改
善
で
町
内
活
性
化

検
討
を
早
急
に
進
め
る

赤松 孝一 議員

町道亀山中地線

問　

家
屋
の
新
築
、
増
築

改
修
を
さ
れ
る
、
町

民
・
町
内
在
住
予
定
者
に
対

し
て
補
助
金
、
減
免
等
の
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
済
、
定
住
対
策
に
効
果
が

期
待
で
き
る
。
太
陽
光
発
電
、

下
水
道
工
事
の
よ
う
な
環
境

を
守
る
事
業
に
対
し
て
も
新

た
な
補
助
制
度
の
新
設
を
求

め
る
。

町
長　

一
定
の
経
済
効

果
が
予
測
さ
れ

る
。
阿
蘇
海
の
浄
化
効
果
も

あ
る
。
内
部
の
検
討
を
早
急

に
進
め
る
。

問　

「
Ｐ
Ｌ
A
Ｎ
T
と
町
道
」

町
道
認
定
か
ら
丸
3

年
経
過
し
た
が
、
進
展
は
な

い
。

　

方
向
性
を
示
し
、
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長　

「
町
道
亀
山
中
地

線
」
は
、
大
型

店
進
出
に
伴
う
交
通
渋
滞
緩

和
の
た
め
計
画
し
た
。

　

Ｐ
Ｌ
A
Ｎ
T
進
出
は
全
く
進

展
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
問
題

を
放
置
で
き
る
状
況
に
な
い
。

町
道
認
定
か
ら
3
年
経
過
し

実
行
で
き
な
い
現
状
に
お
い

て
、
提
案
者
と
し
て
一
定
の

責
任
が
あ
る
。

問　

本
庁
舎
と
二
つ
の
分

庁
舎
を
維
持
し
な
け

れ
ば
不
便
が
生
じ
る
の
か
。

町
長　

既
存
庁
舎
を
利

用
し
た
総
合
庁

舎
方
式
の
検
討
を
課
長
等
の

職
員
で
昨
年
9
ヶ
月
に
亘
り

行
っ
た
。

　

そ
の
報
告
書
で
は
、
３
庁

舎
に
よ
る
現
状
維
持
は
否
定

さ
れ
て
い
る
。
考
え
る
時
間

を
頂
戴
し
た
い
。



一般質問　ここが聞きたい！

�� ※ 原稿はすべて本人が提出しています。

田 博文 議員

赤
字
を
続
け
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
今
後
は

指
定
管
理
者
導
入
を
検
討クアハウス岩滝

問　

行
財
政
改
革
、
財
政

の
逼
迫
、
民
間
開
放

な
ど
の
観
点
か
ら
、
施
設
を

よ
り
有
効
に
、
効
率
的
に
使

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
に
よ
る
、
健
康

増
進
な
ど
活
性
化
は
図
ら
れ

て
い
る
か
。

町
長　

ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
、
老
人

健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

経
営
改
善
策
は

問　

過
去
５
年
間
で
３
億

円
の
赤
字
が
出
て
い

る
。
早
急
な
対
策
が
い
る
。

町
長　

収
支
が
逆
転
し

て
い
る
今
の
状

況
を
放
置
は
出
来
な
い
。　

職
員
の
配
置
転
換
は

問　

運
営
経
費
に
占
め
る

人
件
費
の
割
合
が
高

い
。
他
の
部
署
へ
異
動
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

町
の
職
員
は
同

じ
待
遇
で
区
別

は
な
い
。

リ
フ
レ
は
休
止
に
な
っ
た

問　

ク
ア
ハ
ウ
ス
は
多
額

の
赤
字
を
出
し
て
も

営
業
継
続
が
で
き
て
い
る
。

リ
フ
レ
は
、
わ
ず
か
な
負
債

で
破
産
に
至
っ
て
い
る
。
ど

ち
ら
も
町
の
施
設
で
あ
る
。

町
長　

施
設
を
運
営
し

て
き
た
経
過
が

違
う
が
合
併
し
た
以
上
、
経

営
面
な
ど
整
理
し
、
早
急
に

結
論
を
出
し
た
い
。

見えない教育委員会の職務と権限

学校・社会教育、文化等管理執行している

井田 義之 議員

江陽中学校入学式

問　

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

で
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　

私
達
に
は
そ
の
活
動
・
協
議
の

内
容
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

一
．
学
習
指
導
要
領
改
正
に
対
す

る
対
応
は
。

一
．
教
科
書
選
定
の
経
過
と
そ
の

選
定
基
準
は
。

教
育
委
員
長　

一
．
小
学
校

　

は
23
年
・
中

学
校
は
24
年
度
移
行
だ
が
、
先
行

実
施
さ
れ
る
道
徳
・
特
別
活
動
・

総
合
学
習
、
ま
た
小
学
５
・
６
年

生
の
英
語
活
動
に
つ
い
て
、
教
育

課
程
の
編
成
、
年
間
指
導
計
画
の

作
成
な
ど
指
導
し
て
い
る
。

一
．
文
部
科
学
省
の
検
定
を
受
け

た
教
科
書
の
中
か
ら
選
定
を
検
討

す
る
調
査
員
を
各
教
科
ご
と
に
委

嘱
し
、
そ
の
報
告
内
容
を
１
市
２

町
の
教
育
委
員
が
総
合
的
に
判

断
し
決
定
す
る
。

問　

「
天
橋
立
周
辺
地
域
景
観

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
が
、

20
年
11
月
に
施
行
さ
れ
岩
滝
地

区
の
大
半
が
景
観
・
建
築
物
・

看
板
等
々
、
新
規
・
変
更
共
に

届
出
が
必
要
と
な
り
基
準
が
厳

し
く
な
っ
た
。

　

住
民
の
方
々
の
理
解
・
合
意

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

副
町
長　

区
長
・
業
界
団

体
に
は
説
明
し

た
。
町
民
の
方
に
は
今
後
十
分

な
説
明
・
徹
底
を
図
っ
て
い
き

た
い
。



��

６月定例会の予定

招 集 日　　６月　２日

一般質問　　６月１０日

　　　　　　６月１１日

　　　　　　６月１２日

岩滝保育所の紹介

　

こ
こ
で
生
ま
れ
、
こ
こ
で
働
き
、

こ
こ
で
暮
ら
す
。
石
川
塾
の
仲
間
た

ち
で
す
。
私
た
ち
は
石
川
塾
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
語
り
合
っ
て
き
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、

そ
し
て
地
域
の
こ
と
、
私
は
そ
の
語

ら
い
の
中
で
、
生
ま
れ
故
郷
で
生
き
、

働
き
、
暮
ら
せ
る
喜
び
、
生
ま
れ
故

郷
で
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
過
ご

せ
る
幸
せ
、
そ
れ
は
私
た
ち
が
持
つ

素
朴
な
願
い
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
こ
の
地
域

に
限
ら
ず
、
地
方
と
呼
ば
れ
る
地
域

　

与
謝
野
町
字
石
川

　

岸
部 

 

敬

お知らせ

　色とりどりの花が咲き誇る花壇は、毎年岩滝長寿会

の皆さんと子ども達が一緒に球根や花の苗を植えて環

境美化に努めています。暖かな陽気とともに花壇いっ

ぱいに花が咲き、とても綺麗です。

　岩滝保育所は、家庭や地域社会との協働を図り、子

ども達の状況や発達過程を踏まえながら、養護と教育

が一体となった保育をすることで、豊かな人間性を持

った子ども達の成育を目指しています。平成 21 年度

は、107 名の子ども達とスタートしました。桜の花び

らが舞う所庭を元気に体を動かし駆け回る幼児組。0・

1・2 歳児組は、家族が恋しくて涙も出ますが、興味

のあるものが見つかるとニコニコ笑顔がこぼれます。

で
は
産
業
構

造
の
変
化
、
経

済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
少
子

高

齢

化
、

人

口
減
少
な
ど

に
よ
り
急
速

に
過
疎
化
が

進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
生
ま
れ
故
郷
で
暮
ら
す

と
言
う
素
朴
な
願
い
を
持
つ
人
達
の
願
い
が

叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
そ
ん
な
時
期
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
そ
こ
に
暮
ら
す
人

第
１
２
号

た
ち
み
ん
な
の
暮
ら
し
が
確
か
に
な

る
こ
と
で
す
。
そ
の
為
に
私
た
ち
は

真
剣
に
働
く
場
つ
く
り
、
仕
事
つ
く

り
を
こ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
考
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
そ

の
こ
と
を
考
え
行
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
に
は
そ
の
こ
と
を
一
番

に
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

かわいい子ども達は、町の宝物です。地域の皆さ

んに見守ってもらいながら健やかに成長してほし

いと願っています。職員みんなで子育ての応援を

しています。


